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小児の摂食行動は歯の萌出時期に影響を与える

Food intake motion affects tooth erupting timing.
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研究成果の概要（和文）：　本研究の背景は，我が国の乳歯の萌出時期が「前歯は早く臼歯は遅く」なる傾向に
あり，この傾向がアメリカ等先進国では認められるものの，途上国では認められないことにある．これには，歯
の萌出時期は摂食行動に関連があると推察できる．
　小児における計測はコロナウイルス感染の蔓延により，特に感染が小児に移行したため，結果的に小児の継続
的な計測を行うことが困難であった．蔓延が収まったあかつきには，小児の計測を継続し，本研究課題の目的を
達成する所存である．本研究課題ではそれに深く関わる口唇機能について研究を行い小児の捕食時の口唇機能が
成人と異なることを明らかにした．

研究成果の概要（英文）：　The background of this study is that the eruption time of primary teeth in
 Japan tends to be "earlier for anterior and later for molars", and this tendency is observed in 
developed countries such as the United States, but not in developing countries. It can be understood
 that tooth eruption timing is related to feeding behavior.
　Continuous measurement in children could not be performed because of the spread of coronavirus 
infection, especially for children. We intend to continue measurements in children as soon as the 
epidemic is under control, thereby achieving the objective of this research project. In this study, 
we investigated the lip function, which is closely related to the tooth eruption of children, and 
found that the lip function of children during feeding was different from that of adults.

研究分野： 小児歯科学

キーワード： 小児　摂食　歯の萌出
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は，小児の摂食行動と歯の萌出時期との関係を明らかにすることを目的とし，近年保険収載された「口
腔機能発達不全症」との関連性を視野に入れつつ小児の摂食行動の経時的変化を明らかにすることをねらった．
これらが明らかになったあかつきには，日本の現代の食の問題と口腔機能の関連に深長な所見が得られる．
　コロナの蔓延に伴い，本研究の本来の目的は未達であるが，今後継続的に取り組み，早々に結果を出す所存で
ある．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 

・歯の萌出時期については Gupta らの報告

が興味深い．その一部を右表に示す（本邦

の情報は申請者が追加）．これは乳歯の萌

出時期を月数で示したものである． 

・日本を含めた６か国を比較したところ，アメ

リカ，日本（1984 年，2016 年調査）は他国よ

り「前歯は早く臼歯は遅く」萌出する傾向が

認められた．母子健康手帳には６か月で「離乳食を始めましたか」の問いがある．離乳食

開始は乳幼児の食物アレルギーを最小にとどめるために，従来より早期に（４～6 か月）

に開始することが推奨されている．これらに加え，先進国では女性の社会進出などから

離乳食および卒乳が早まる傾向から前歯の萌出時期が早まり（早期の摂食機能開始）

また，かつ，幼児期の軟食の傾向から乳臼歯の萌出が遅れている（不十分な機能による

遅延）と推察される．なお，WHO は 24 か月まで母乳継続（日本は 18 か月）を推奨してい

る． 
 
２． 研究の目的 

１．離乳食の早期開始は乳前歯の萌出時期を早めるか？ 

２．普通食の早期開始は乳臼歯の萌出時期を早めるか？ 

３．乳歯列期に咀嚼回数が多いと永久歯への交換は早まるか？ 

・本研究は上記の３つの問いを検証することにより，研究課題名「小児の摂食行動は歯

の萌出時期に影響を与える」の解を導くことを目的とする． 

・加えて，これらの問いの検証は，１）乳幼児の哺乳から普通食に至る摂食行動（質，量，

時間等）の評価，２）小児の咀嚼回数により摂食行動を評価，であることから，これらの

調査，評価方法の確立とその結果を得ることも目的となる． 
 

 
３．研究の方法 
 

１．乳歯の萌出時期：哺乳から普通食に至る摂食行動（質，量，時間等）の調査 

・摂食行動である A： 哺乳（母乳，人工乳），B： 離乳食（哺乳からの移行時期），C：普通食，

のそれぞれについて量，質，摂取時間（タイミング等）を調査する．  

２．永久歯の萌出時期：給食における咀嚼回数による摂食行動の調査 

・児童を対象として，給食中の咀嚼回数を「かみかみセンサー」を使用して計測する．  

３．歯の萌出時期と摂食行動に関する統計解析 

・代表者，分担者が定期的に検診を行う歯の萌出を確認する．カイ二乗検定，多変量ロジス

ティック回帰分析等を用い，乳歯，永久歯の萌出時期と摂食行動の関係等を明らかにする． 
 
 
 
４．研究成果 
 
・本研究は，コロナウイルス感染症蔓延のため，初期のデータ採得の段階以降，データ採取が困難と
なった．そのため，本研究の示唆を得られる口唇の働きに関する下記の研究を行った． 



 
 
・小児 15 名（平均 6.5 歳）について，水，ヨーグルト，クリームチーズを被検食品として，口腔内に挿入
した場合のスプーンに対する口唇圧を下の時間軸で計測した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・その結果，スプーンにかかる陽圧は水，ヨーグルト，クリームチーズの順であり，グラム数が上がると
減少する傾向が認められた． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
また，その作用時間はグラム数の上昇にともなって長くなっていた． 
 
 

 
  
 

これらのことから，小児では，捕食する食物の形状や量により口唇の機能が変化するが明らかとな
った．すなわち，捕食が口腔内の軟組織に直接圧力を介して歯肉内に存在する歯の萌出に影響を与
えることが示唆された．本研究課題に多大な示唆を与える結果が得られた． 
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